
６－５ ５／５時の指導計画 

(1) 目  標 

・ 故事成語の辞書的な意味と故事との関係に注意し，語感を磨くことができる。 

(2) 展  開  ※ 表中のゴシック体で書かれた学習活動は，本時における評価の場面を表す。 

 学習活動 
教材 

資料 

○指導上の留意点 

◆ＩＣＴ活用の場面 

評価規準と評価方法 

◇形成的評価による個別指導

導 
 

入 

１ 学習計画表で前時まで

の学習を振り返る。 
 
２ 本時の目標を確かめ

る。 

 

 

学習計画

表 

○ワークシート⑤を読み

返させ，故事成語の意味

と合っているか再確認

させる。 

 

 

展 
 
 

開 

３ グループで作品を読ん

で評価し合い，様々な故

事成語について知り，理

解を深める。 

  

 

 

〔手順〕 

 １）  作品を読んで，「Ⅰ 

故事成語の意味と合

っているか」，「Ⅱ 

故事成語を使えそう

な場面を他にも想像

できたか」について

３段階で評価し，評

価表に記入する。 

 

 ２） 国語辞典の意味と，

作品から分かる故事

成語の詳しい意味や

ニュアンスを書く。 
 
３） 推薦理由を明らか

にして，グループの

代表者を決める。 

 

ワークシ

ート⑤ 

資料集 

国語辞典 

評価表 

○グループでの作品交流

を通して，故事成語の基

になった故事を知った

り，詳しい意味やニュア

ンスを知ったりさせて，

理解を深めさせるよう

にする。 

 

○「◎よくできている，

○できている，△あまり

できていない」の３段階

で評価させる。 
 

 

 

 

○辞書の説明では，詳しい

意味やニュアンスまで

は伝わらない場合があ

ることを知らせる。 

 

 

○グループの代表者を決

める話し合いの中で，故

事成語の意味とかかれ

た出来事のどの部分が 

 

起承転結の構成に沿った文章や４コマ漫画を読み合って，いろいろな故事成語を知ろう

Ｃの状況の生徒への手立て

［言②］故事成語の辞書

的な意味と故事との関係

に注意し，語感を磨いて

いる。 

【ワークシート⑤】 

【評価表】【学習計画表】

故事成語の辞書的な意味

と故事から分かる詳しい

意味やニュアンスについ

て書いている状況を「おお

むね満足できる」状況（Ｂ）

と判断する。 

辞書的な意味だけでは使

い方を間違えそうな故事

成語を選び，その作品か

ら分かる詳しい意味を一

緒に考え，評価表に書く

ように促す。 



展 
 
 

開 

 

 

 

４ 学級で代表者の作品を

発表し合い，基になった

故事成語を考える。 

 

 

〔手順〕 

１）  グループの代表者

は基にした故事成語

は隠して作品だけを

発表する。 

 

 

２）  発表を聞いて，思い

浮かぶ故事成語を発

表する。 

 

３）  友達の発表を聞い

て初めて知った故事

成語や，初めて気付い

た詳しい意味につい

て評価表に記入する。 

 

 一致しているかを明ら

かにするよう指示する。

 

◆作品を教材提示装置で

投影し，起承転結に沿っ

た文章や４コマ漫画を

直接見せながら発表を

聞かせる。 

 

○作品の発表は，故事成語

は隠して行わせ，聞き手

が思い浮かぶ故事成語

を当てるというクイズ

方式で行わせる。 

 

○故事成語を思い浮かべ

る根拠となったところ

も併せて発表させる。 

 

○辞書的な意味だけでは

分からない故事成語の

詳しい意味やニュアン

スが理解できた故事成

語について書かせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇クイズへの取り組みが消

極的な生徒に対しては，

資料集を見合わせながら

作品の発表を一緒に聞

き，当てはまりそうな故

事成語に見当を付けさせ

ながらクイズに取り組ま

せる。 

ま 

と 

め 

５ 学習計画表の「自己評

価」の欄に本時の自己評

価に合った顔マークを書

き，「学んだこと(学習の

まとめや感想)」を書いて

本時の学習を振り返る。 

 

６ 単元の学習を振り返

り，身に付けた力やその

力を活用できそうな場面

について考え，学習計画

表に記入する。 

学習計画

表 

○初めて知った故事成語

や，印象に残った故事成

語について「学んだこ

と」の欄に記入させる。

 

 

 

○単元の学習について指

導者の評価を伝え，生徒

が新しい課題や今後の

学習の展望がもてるよ

うにする。 

 

 


